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で 275個（同 20.8%）であった。そこで本研究は，この 2種類の表現に注目して，それぞれの表
現の使用状況を分析し，それぞれの表現が使用される要因について議論する。
　本論文の構成は次の通りである。2節で従来研究を概観する。3節で分析の流れと使用するデー



























































































































04 B うん。 (T001_002 1289.117 - 1291.976)












01 C  だめだめってゆうだけの[人も多い。
02 B             [でもね:。




07 A  うーん。
08 B [そうする[と そのね
09 C [うーん。
10 A       [それは多いいかも[しれ[ない。
11 C               [うーん。
12 B                 [絶対に反抗するよ。
13 B  だめって[ゆわれると余計やりたくなんじゃない?。
14 C       [うん。
15 B  一歳半か二歳なんてね。
 (K001_003 674.556 - 684.537)
　上記の方法を用いて，CEJCの 68会話から，「そうしたら」と「そうすると」が用いられてい
る会話を抽出した結果，46会話においてどちらかの表現が用いられていた。それぞれの頻度は，















































一回 多回 一回 多回
タラ 4（4.2） 24（25.3） 35（36.8）  5　（5.3） 10（10.5） 17（17.9）  95（100）
ト 0 11（19.6）  1　（1.8） 11（19.6）  6（10.7） 27（48.2）  56（100）
計 4（2.6） 35（23.2） 36（23.8） 16（10.6） 16（10.6） 44（29.1） 151（100）
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01 A あたし [はもう[小銭だけ洗ったんだけど。
02 C     [銭     [洗。
03 B          [でも:それをむき出しで:[後ろのジーンズのポケット[に:[つっこんで(D テ)た(L ら)
04 C                    [(L うん)。
05 A                               [(L そう)。
06 C                                 [うん うん。
07 A そしたらね 超汚くなっちゃった(L ね)。
08 B すんごい汚く(L なっちゃったの)。







表 3　前件の事実関係別に見た [事実的用法]の出現頻度と割合 （N（%））
過去 現在 計
タラ 34（97.1） 1  （2.9） 35（100）
ト  1（16.7） 5（83.3）  6（100）
計 35（85.4） 6（14.6） 41（100）
8  [一般 /個別 ]以外の項目についても [意見 ]，[任意性 ]，[必然的結果 ]は基準の策定が困難である。[話
者の事実認識 ]については，話者が事実と認識しているかどうかを第 3者が判断することは実質的に不可能
である。[連続性 ]はどの程度の時間間隔が空いた場合に連続ではなくなるのか判断する根拠に欠けている。






















03 A   [で 一日にたぶん着[くんだよね。
04 B            [帰ってくるってことだもんね。
05 A うん。
06 B じゃ 三十一出発でいいじゃん?。
07 B で エ%コノミー検索する。
08 B そうすると この(W カチ|八)サイトからさ:[検索してくれてんじゃん?。
09 A                      [うん。
10 B ＨＩＳとか:。







































一回 多回 一回 多回
自分
タラ 0 10 33  5 1  3 52
95
ト 0  5  1 11 5 21 43
他者
タラ 3 12  2  0 2 13 32
38
ト 0  3  0  0 0  3  6
その他
タラ 1  2  0  0 7  1 11
18
ト 0  3  0  0 1  3  7
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図 2　前件導入主体別に見た形式の割合





















01 B 今ひと学年六組なんていう学年 学校あんのかな:。
02 A (R 新井)。@小学校名
03 B (R 新井)はそうなんだ。 [(W フンゴイ|すごい)ね:。
04 C            [へー。
05 A (W アホコ|あそこ)マンモスなの。
06 C あそこ何人?。
07 C 学校の人数。
08 B だって: そしたらひと学年 二百人近くいるってことでしょ?。 
09 B うーわ。すげえ。
(T003_015 1116.539 - 1131.416)
会話断片 5　現在の事態を表す前件を自分が導入する場合
01 A  なんかあたし ご飯が好きなの。
02 B [そうです[よね。
03 C [うん。
04 A      [で そうするとカレーしか選択肢がなくて
05 A [そすと チキンしかないじゃない?。
06 B [うんうん。
(K002_018 99.811 - 104.280)
　会話断片 4と会話断片 5は，どちらも前件が現在の多回的（習慣的）な事態で，後件がその事
態が真であるとした場合に成立する事態を述べている点で類似しているが，条件表現の形式が異
なっている。会話断片 4は，4人が参加している会話で主に Aと Bが小学校の 1学年の人数に
ついて話題にしている部分である。08行目で Bが「そしたら」を用いている。この前件は，特
定の小学校（「新井」は仮名）は，1学年 6組あるという事態であると考えられる。この前件に





























やり取りから「CDを作成すること」で，後件は，11, 15, 17行目で話者 Eが発した「それがあ
るだけで～楽になる」で表された Eの意見と考えられる。会話断片 7は，市民グループが講習
会を行うための会場を予約する方法について話している場面である。05行目に Aによって発せ






















01 E  毎年作る必要はなくて[一個[あれば[いい[だけだから:。
02 D            [そうだよね。
03 A              [そう。
04 A                 [一個あればいい。
05 B                 [一個あればいい。
06 D                     [一個あればいい(U もんね) 。
07 A [うーん。
08 B [うーん。
09 C [ね。 [毎年同じ(L 音楽)でもいいもんね。
10 E    [ね。それ。そう。
11 E [そしたらそれがあるだけ[で: なんか仕事。ね。
12 D [うん。
13 A [うーん。
14 D             [うん。
15 E  使っていいって方向んなれば:
16 D  うん。
17 E  あの 一個仕事が[減ってだいぶ(L こう)(L 楽にはなる)。
18 D         [うん。
(T003_017 500.773 - 513.762)
会話断片 7　合意形成場面で「そうすると」が使用される場合
01 A やってる人経由で押さえらんない?。
02 B だから別に運営(W イン|委員)会じゃなくてもいいんじゃないのかな:。
03 B 直接ゆってみてもいいんじゃない?。@施設管理の担当者に直接言う
04 B そのほうが[楽なんじゃない?。
05 A         [そうすと めんどくさくない:?。
06 A なんか登録してないと: とかさ: あのー 色々と。


















































(D) 語の言いさし (D コ)明日から
(W) 言い誤り・発音の怠け等の一時的な発音エラー (W コエ|これ)，(W ギーツ|技術)
(L) 笑いが生じている箇所 (L)，これ(L なんですけど)
(R) 個人情報などに関わる仮名・伏字処理候補 (R 国語研究所)の(R 佐藤)さん
。 発話単位末 食べます。，やったけど。，うん。
@ 転記単位に対するコメント スパ@車の愛称









































Usage of “soushitara” and “sousuruto”  
in Everyday Japanese Conversations: 
Analysis of the Corpus of Everyday Japanese Conversation
KAWABATA Yoshikoa　　DEN Yasuharub
aAdjunct Researcher, Spoken Language Division, Research Department, NINJAL / 
Doctoral Student, Chiba University 
bChiba University / Invited Professor, Spoken Language Division, Research Department, NINJAL
Abstract
The Japanese language contains several forms of conditional clauses such as “tara,” “to,” “ba,” and 
“nara,” and numerous researchers have attempted to syntactically and/or semantically describe 
their differing functions. Prior studies usually focus on the theoretical usages of conditional clauses 
by examining if interchanging them, changes the sentences’ meanings; few studies examine how 
different conditional clauses are actually employed. To better understand this aspect, we analyzed 
the usages of conditional clauses in the Corpus of Everyday Japanese Conversation (CEJC, Koiso 
et al. 2017). In particular, we focused on the two most frequently appearing lexicalized expressions 
of Japanese conditional clauses in the CEJC – “soushitara” and “sousuruto.” In Analysis 1, based on 
a traditional approach, we examined if the usage pattern of the two forms differed when the states of 
fact about antecedents varied. In Analysis 2, we selected conditional clauses associated with specific 
content from the corpus, subsequently examining whether the expressions of antecedents and/or 
consequents associated with the two conditional clauses differed. In Analysis 3, we reanalyzed data 
utilized in Analyses 1 and 2 by assuming that conversation is achieved by collaborative acts among 
agents to understand each other. Results revealed that although they may be syntactically and 
semantically interchangeable, “soushitara” and “sousuruto” are clearly employed in different ways, 
and differential usages can be attributed to variations in the states of fact about antecedents. In 
addition, the results of Analysis 3 provide an innovative way to differentiate between “soushitara” 
and “sousuruto” where no previous model or theory was applicable.
Key words: conditional expression, “soushitara,” “sousuruto,” corpus study
